
 

「第 27 回 神奈川県看護教育フォーラム」 

アンケート 結果 

 
【参加状況】 
・参加者数：１２７名 

・アンケート回答数：１０６名（回答率８３％） 

 

1. 参加者の所属機関 

 
２．参加を知ったきっかけ 

 
 

3. 内容に対する満足度 
全体の約 9 割が、「大いに満足」「満足」「やや満足」と回答し、フォーラムの企画内

容は総じて高く評価された。 

 
【評価された点】 
・行政、看護協会、臨床、教育など多様な立場から現状とビジョンが示された 

・県の数値データ（年齢分布、就業数など）に基づき、現状と課題が明確になった 

・他校の取り組みや課題意識が共有できた 

【不満・改善点（「やや不満足」の理由）】 
・内容が概念的・抽象的で、具体的な解決策や新しい知見が少ない 

・図表や発表内容に重複があった 



 

4. 開催時期に関する評価と課題 

 
 

【「適切でない」とされた主な理由】 
・3連休の中日で公私の予定が立てにくい 

・ワークライフバランスの観点から避けたい時期 

・年度末の繁忙期で業務調整が難しく、参加したくても出席できない 

 

5. ご意見・感想のまとめ 
参加者からの自由記述を以下にまとめた 

１）今後の看護教育・学生確保への危機感と期待 

学生数の減少や学力低下は多くの学校で深刻化している 

オープンキャンパス等の努力だけでは限界があり、専門学校としての強みをどう打ち

出すか課題である 

 ２，改善に向けたご意見 

・開催時期を年度末に設定しないようにしてほしい 

・登壇者間で事前に内容を調整し、より実践的・具体的な内容にする 

・資料の事前配布またはデータ提供により理解を深められるようにする 

 


